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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　メモリ、プロセッサ、通信インタフェースを備えた通信装置であって、
　前記メモリは、データ・フロー識別子と物理層送信技術識別子の間のマッピング情報を
格納するように構成され、
　前記プロセッサは、スケジュールすべきデータ・フローを決定し、前記マッピング情報
および前記データ・フローのデータ・フロー識別子に従って、前記データ・フローに対応
する物理層送信技術識別子を決定し、様々な物理層送信技術識別子に対応するデータ・フ
ローに従って異なるトランスポート・ブロックを生成し、前記物理層送信技術識別子に対
応する物理層送信技術に従って、前記物理層送信技術識別子に対応するトランスポート・
ブロックに処理を実施することによって無線通信データを生成し、前記通信インタフェー
スを用いることによって前記無線通信データを受信端に送信するように構成され、各物理
層送信技術識別子はトランスポート・ブロックの１つのタイプに対応する、
　通信装置。
【請求項２】
　前記通信装置が基地局であり前記受信端がユーザ機器であるとき、前記プロセッサは、
前記通信インタフェースを用いることによって前記無線通信データを受信端に送信する前
に、前記受信端が前記物理層送信技術識別子に対応する前記物理層送信技術に従って前記
無線通信データを解析することによって前記トランスポート・ブロックを取得して、前記
データ・フローを取得するように、前記通信インタフェースを用いることによって、前記
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無線通信データに対応するダウンリンク・スケジューリング情報を前記受信端に送信する
ようにさらに構成され、前記ダウンリンク・スケジューリング情報は前記無線通信データ
に対応する前記物理層送信技術識別子を運搬する、請求項１に記載の通信装置。
【請求項３】
　前記通信装置がユーザ機器であり前記受信端が基地局であるとき、前記プロセッサは、
スケジュールすべきデータ・フローを決定する前に、前記通信インタフェースを用いるこ
とによって、前記受信端により送信されたアップリンク・スケジューリング情報を受信す
るようにさらに構成され、前記アップリンク・スケジューリング情報は前記物理層送信技
術識別子に対応する時間周波数リソース情報を運搬し、
　前記プロセッサは特に、
　前記物理層送信技術識別子に対応する前記時間周波数リソース情報に従って、前記無線
通信データに対応する前記物理層送信技術に対応する時間周波数リソースを決定し、
　前記受信端が、前記無線通信データに使用される前記時間周波数リソースに対応する前
記物理層送信技術に従って前記無線通信データを解析することによって前記トランスポー
ト・ブロックを取得して、前記データ・フローを取得するように、前記時間周波数リソー
スを用いることによって前記無線通信データを前記受信端に送信する
　ように構成される、請求項１に記載の通信装置。
【請求項４】
　前記アップリンク・スケジューリング情報はさらに、前記データ・フロー識別子と前記
物理層送信技術識別子の間の対応関係を運搬し、
　前記プロセッサは、スケジュールすべきデータ・フローを決定する前に、前記データ・
フロー識別子と前記アップリンク・スケジューリング情報で運搬される前記物理層送信技
術識別子との間の前記対応関係に従って前記マッピング情報を更新するようにさらに構成
される、
　請求項３に記載の通信装置。
【請求項５】
　前記データ・フロー識別子は、媒体アクセス制御サブレイヤでの論理チャネル識別子Ｌ
ＣＩＤ、パケットデータ集線プロトコルＰＤＣＰサブレイヤまたは無線リンク制御ＲＬＣ
サブレイヤで使用される機能エンティティ番号、またはデータ・フローが前記通信装置で
実装されているときデータ・フローを特定するために使用されるネットワーク送信ポート
番号またはトンネル・エンドポイント識別子であり、
　前記物理層送信技術識別子は、波形技術の識別子、符号化技術の識別子、高次変調技術
の識別子、および空間変調技術の識別子の１つまたは任意の組合せを含む、
　請求項１乃至４の何れか１項に記載の通信装置。
【請求項６】
　プロセッサと通信インタフェースを備えた通信装置であって、
　前記プロセッサは、前記通信インタフェースを用いることによって、送信端により送信
された無線通信データを受信し、前記無線通信データに対応する物理層送信技術を決定し
、前記決定された物理層送信技術に従って前記無線通信データを解析することによって、
前記無線通信データに対応するトランスポート・ブロックを取得し、前記無線通信データ
に対応する前記トランスポート・ブロックに含まれるデータ・フローを取得するように構
成される、
　通信装置。
【請求項７】
　前記通信装置がユーザ機器であり前記送信端が基地局であるとき、前記プロセッサは、
前記通信インタフェースを用いることによって、送信端により送信された無線通信データ
を受信する前に、前記無線通信データに対応し前記送信端により送信されたダウンリンク
・スケジューリング情報を受信するようにさらに構成され、前記ダウンリンク・スケジュ
ーリング情報は前記無線通信データに対応する物理層送信技術識別子を運搬し、
　前記プロセッサは特に、前記物理層送信技術識別子に従って、前記無線通信データに対
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応する物理層送信技術を決定するように構成される、
　請求項６に記載の通信装置。
【請求項８】
　前記通信装置が基地局であり前記送信端がユーザ機器であるとき、前記プロセッサは、
前記通信インタフェースを用いることによって、送信端により送信された無線通信データ
を受信する前に、様々な物理層送信技術に対して異なる時間周波数リソースを割り当て、
前記通信インタフェースを用いることによってアップリンク・スケジューリング情報を前
記送信端に送信するようにさらに構成され、前記アップリンク・スケジューリング情報は
前記物理層送信技術識別子に対応する時間周波数リソース情報を運搬し、その結果、前記
送信端が、前記無線通信データに対応する前記物理層送信技術に対応する時間周波数リソ
ースを決定し、前記決定された時間周波数リソースを用いることによって前記無線通信デ
ータを前記通信装置に送信し、
　前記プロセッサは特に、前記無線通信データに使用される前記時間周波数リソースに従
って、前記無線通信データに対応する前記物理層送信技術を決定するように構成される、
　請求項６に記載の通信装置。
【請求項９】
　前記プロセッサは、前記通信インタフェースを用いることによってアップリンク・スケ
ジューリング情報を前記送信端に送信する前に、前記データ・フローに対して物理層送信
技術を割り当てるようにさらに構成され、
　前記アップリンク・スケジューリング情報はさらに、前記データ・フロー識別子と前記
物理層送信技術識別子の間の対応関係を運搬し、その結果、前記送信端が、前記データ・
フロー識別子と前記アップリンク・スケジューリング情報で運搬される前記物理層送信技
術識別子との間の前記対応関係に従って、データ・フロー識別子と物理層送信技術識別子
の間のマッピング情報を前記送信端で更新する、
　請求項８に記載の通信装置。
【請求項１０】
　前記データ・フロー識別子は、媒体アクセス制御サブレイヤでの論理チャネル識別子Ｌ
ＣＩＤ、パケットデータ集線プロトコルＰＤＣＰサブレイヤまたは無線リンク制御ＲＬＣ
サブレイヤで使用される機能エンティティ番号、またはデータ・フローが前記通信装置で
実装されているときデータ・フローを特定するために使用されるネットワーク送信ポート
番号またはトンネル・エンドポイント識別子であり、
　前記物理層送信技術識別子は、波形技術の識別子、符号化技術の識別子、高次変調技術
の識別子、または空間変調技術の識別子の１つまたは任意の組合せを含む、
　請求項６乃至９の何れか１項に記載の通信装置。
【請求項１１】
　データ送信方法であって、データ・フロー識別子と物理層送信技術識別子の間のマッピ
ング情報が送信端に格納され、前記マッピング情報が前記データ・フロー識別子と前記物
理層送信技術識別子の間の対応関係を含み、前記方法は、
　前記送信端によって、スケジュールすべきデータ・フローを決定するステップと、
　前記送信端によって、前記マッピング情報から、前記データ・フローのデータ・フロー
識別子に従って、前記データ・フローに対応する物理層送信技術識別子を決定するステッ
プと、
　前記送信端によって、異なるトランスポート・ブロックを様々な物理層送信技術識別子
に対応するデータ・フローに従って生成して、前記トランスポート・ブロックを用いるこ
とによって前記データ・フローを受信端に送信するステップであって、各物理層送信技術
識別子はトランスポート・ブロックの１つのタイプに対応する、ステップと、
　前記送信端によって、前記物理層送信技術識別子に対応する物理層送信技術に従って、
前記物理層送信技術識別子に対応するトランスポート・ブロックに処理を実施することに
よって無線通信データを生成するステップと、
　前記送信端によって、前記無線通信データを前記受信端に送信するステップと、
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　を含む、方法。
【請求項１２】
　前記送信端が基地局であり前記受信端がユーザ機器であるとき、前記送信端によって、
前記無線通信データを前記受信端に送信する前に、前記方法はさらに、
　前記送信端によって、前記無線通信データに対応するダウンリンク・スケジューリング
情報を前記受信端に送信するステップであって、前記ダウンリンク・スケジューリング情
報は前記無線通信データに対応する前記物理層送信技術識別子を運搬し、その結果、前記
受信端が前記物理層送信技術識別子に対応する前記物理層送信技術に従って前記無線通信
データを解析することによって前記トランスポート・ブロックを取得し、前記データ・フ
ローを取得する、ステップ
　を含む、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記送信端がユーザ機器であり前記受信端が基地局であるとき、前記送信端によって、
スケジュールすべきデータ・フローを決定する前に、前記方法はさらに、
　前記送信端によって、前記受信端により送信されたアップリンク・スケジューリング情
報を受信するステップであって、前記アップリンク・スケジューリング情報は前記物理層
送信技術識別子に対応する時間周波数リソース情報を運搬する、ステップと、
　を含み、
　前記送信端によって、前記無線通信データを前記受信端に送信するステップは特に、
　前記送信端によって、前記物理層送信技術識別子に対応する時間周波数リソース情報に
従って、前記無線通信データに対応する前記物理層送信技術に対応する時間周波数リソー
スを決定するステップと、
　前記受信端が、前記無線通信データに使用される前記時間周波数リソースに対応する前
記物理層送信技術に従って前記無線通信データを解析することによって前記トランスポー
ト・ブロックを取得して前記データ・フローを取得するように、前記送信端によって、前
記時間周波数リソースを用いることによって、前記無線通信データを前記受信端に送信す
るステップと、
　である、請求項１１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記アップリンク・スケジューリング情報はさらに、前記データ・フロー識別子と前記
物理層送信技術識別子の間の対応関係を運搬し、
　前記送信端によって、スケジュールすべきデータ・フローを決定する前に、前記方法は
さらに、前記送信端によって、前記データ・フロー識別子と前記アップリンク・スケジュ
ーリング情報で運搬される前記物理層送信技術識別子との間の前記対応関係に従って前記
マッピング情報を更新するステップを含む、
　請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記データ・フロー識別子は、媒体アクセス制御サブレイヤでの論理チャネル識別子Ｌ
ＣＩＤ、パケットデータ集線プロトコルＰＤＣＰサブレイヤまたは無線リンク制御ＲＬＣ
サブレイヤで使用される機能エンティティ番号、またはデータ・フローが通信装置で実装
されているときデータ・フローを特定するために使用されるネットワーク送信ポート番号
またはトンネル・エンドポイント識別子であり、
　前記物理層送信技術識別子は、波形技術の識別子、符号化技術の識別子、高次変調技術
の識別子、または空間変調技術の識別子の１つまたは任意の組合せを含む、
　請求項１１乃至１４の何れか１項に記載の方法。
【請求項１６】
　受信端により、送信端により送信された無線通信データを受信するステップと、
　前記受信端により、前記無線通信データに対応する物理層送信技術を決定するステップ
と、
　前記受信端により、前記決定された物理層送信技術に従って前記無線通信データを解析
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することによって、前記無線通信データに対応するトランスポート・ブロックを取得する
ステップと、
　前記受信端により、前記無線通信データに対応する前記トランスポート・ブロックに含
まれるデータ・フローを取得するステップと、
　を含む、データ送信方法。
【請求項１７】
　前記受信端がユーザ機器であり前記送信端が基地局であるとき、前記受信端により、送
信端により送信された無線通信データを受信する前に、前記方法はさらに、前記受信端に
より、前記無線通信データに対応し前記送信端により送信されたダウンリンク・スケジュ
ーリング情報を受信するステップであって、前記ダウンリンク・スケジューリング情報は
前記無線通信データに対応する物理層送信技術識別子を運搬する、ステップを含み、
　前記受信端により、前記無線通信データに対応する物理層送信技術を決定するステップ
は特に、前記受信端により、前記物理層送信技術識別子に従って、前記無線通信データに
対応する物理層送信技術を決定するステップである、
　請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　前記受信端が基地局であり前記送信端がユーザ機器であるとき、受信端により、送信端
により送信された無線通信データを受信する前に、前記方法はさらに、
　前記受信端により、様々な物理層送信技術に対する異なる時間周波数リソースを割り当
てるステップと、
　前記受信端により、アップリンク・スケジューリング情報を前記送信端に送信するステ
ップであって、前記アップリンク・スケジューリング情報は前記物理層送信技術識別子に
対応する時間周波数リソース情報を運搬し、その結果、前記送信端が、前記無線通信デー
タに対応する前記物理層送信技術に対応する時間周波数リソースを決定し、前記決定され
た時間周波数リソースを用いることによって前記無線通信データを前記受信端に送信する
、ステップと、
　を含み、
　前記受信端により、前記無線通信データに対応する物理層送信技術を決定するステップ
は特に、前記受信端により、前記無線通信データに使用される前記時間周波数リソースに
従って、前記無線通信データに対応する前記物理層送信技術を決定するステップある、
　請求項１６に記載の方法。
【請求項１９】
　前記受信端により、アップリンク・スケジューリング情報を前記送信端に送信する前に
、前記方法はさらに、前記受信端により、前記データ・フローに対する物理層送信技術を
割り当てるステップを含み、
　前記アップリンク・スケジューリング情報はさらに、前記送信端が、前記データ・フロ
ー識別子と前記アップリンク・スケジューリング情報で運搬される前記物理層送信技術識
別子との間の対応関係に従って、データ・フロー識別子と物理層送信技術識別子の間のマ
ッピング情報を前記送信端で更新するように、前記データ・フロー識別子と前記物理層送
信技術識別子の間の対応関係を運搬する、
　請求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
　前記データ・フロー識別子は、媒体アクセス制御サブレイヤでの論理チャネル識別子Ｌ
ＣＩＤ、パケットデータ集線プロトコルＰＤＣＰサブレイヤまたは無線リンク制御ＲＬＣ
サブレイヤで使用される機能エンティティ番号、またはデータ・フローが通信装置で実装
されているときデータ・フローを特定するために使用されるネットワーク送信ポート番号
またはトンネル・エンドポイント識別子であり、
　前記物理層送信技術識別子は、波形技術の識別子、符号化技術の識別子、高次変調技術
の識別子、または空間変調技術の識別子の１つまたは任意の組合せを含む、
　請求項１６乃至１９の何れか１項に記載の方法。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は通信技術の分野に関し、特に、データ送信方法および通信装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　無線通信システムの発展とともに、単一キャリア周波数分割多重アクセス（Ｓｉｎｇｌ
ｅ　ｃａｒｒｉｅｒ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ａｃ
ｃｅｓｓ、ＳＣ－ＦＤＭＡ）および直交周波数分割多重（Ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　ｆｒｅ
ｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ、ＯＦＤＭ）がそれぞれ、
無線スペクトル効率を高めるために、アップリンク・データ送信とダウンリンク・データ
送信に使用されている。ＯＦＤＭシステムは周波数同期に対する高い要件を有し、周波数
オフセットと位相雑音はＯＦＤＭシステムの性能に対して相対的に高い影響を及ぼす。し
たがって、ＯＦＤＭシステムは幾つかの場合には適用不能であり、別のマルチ・キャリア
変調技術を考慮する必要がある。さらに、データ・サービスの多様化とともに、様々な送
信要件が生ずる。例えば、幾つかのマシン・タイプ通信（Ｍａｃｈｉｎｅ　ｔｙｐｅ　ｃ
ｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ、ＭＴＣ）サービスにおいて、データは定期的に送信され、
データ量は小さく、マシン間（Ｍａｃｈｉｎｅ－Ｔｏ－Ｍａｃｈｉｎｅ、Ｍ２Ｍ）端末装
置は一般に相対的に長いサービス寿命を有し、したがって、エネルギ節約は困難な課題で
ある。電力節約効果を実現するためのシグナリング連携を減らすために、ユニバーサル・
フィルタード・マルチキャリア（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　ｆｉｌｔｅｒｅｄ　ｍｕｌｔｉｃ
ａｒｒｉｅｒ、ＵＦＭＣ）、フィルタ・バンク・マルチキャリア（Ｆｉｌｔｅｒ　ｂａｎ
ｋ　ｍｕｌｔｉｃａｒｒｉｅｒ、ＦＢＭＣ）、汎用周波数分割多重（Ｇｅｎｅｒａｌｉｚ
ｅｄ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ、ＧＦＤＭ）
、双直交周波数分割多重（Ｂｉ－ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉ
ｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ、ＢＦＤＭ）のような、同期に関する要件があまり
高くない幾つかの物理層送信技術を使用することがより適切である。さらに、同期に関す
る要件が高くないこれらの物理層送信技術はさらに、送信ネットワーク同期に関する要件
を減らすことができ、協調送信の性能を高めることができる。
【０００３】
　しかし、既存のデータ送信では、同一のユーザ機器の複数のタイプのサービス・データ
は媒体アクセス制御（Ｍｅｄｉａ　ａｃｃｅｓｓ　ｃｏｎｔｒｏｌ、ＭＡＣ）層で多重化
され、データ・フローは物理（Ｐｈｙｓｉｃａｌ、ＰＨＹ）層では区別されない。したが
って、様々な物理層送信技術を、同一のユーザ機器の複数のデータ・フローに対して選択
することはできない。結果として、スペクトルのリソースを十分に使用することができず
、送信効率は高くない。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　これに鑑み、本発明の諸実施形態ではデータ送信方法およびユーザ機器を提供し、その
結果、様々な物理層送信技術を同一のユーザ機器の複数のデータ・フローに使用でき、ス
ペクトルのリソースが十分に使用され送信効率が向上する。
【０００５】
　第１の態様によれば、本発明の１実施形態では通信装置を提供する。当該通信装置は、
メモリ、プロセッサと通信インタフェースを備える。当該メモリは、データ・フロー識別
子と物理層送信技術識別子の間のマッピング情報を格納するように構成され、当該マッピ
ング情報は、当該データ・フロー識別子と当該物理層送信技術識別子の間の対応関係を含
み、当該プロセッサは、スケジュールすべきデータ・フローを決定し、当該マッピング情
報から、当該データ・フローのデータ・フロー識別子に従って、当該データ・フローに対
応する物理層送信技術識別子を決定し、様々な物理層送信技術識別子に対応するデータ・
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フローに従って異なるトランスポート・ブロックを生成し、当該物理層送信技術識別子に
対応する物理層送信技術に従って、当該物理層送信技術識別子に対応するトランスポート
・ブロックに処理を実施することによって無線通信データを生成し、当該通信インタフェ
ースを用いることによって当該無線通信データを受信端に送信するように構成される。各
物理層送信技術識別子はトランスポート・ブロックの１つのタイプに対応する。
【０００６】
　第１の態様の第１の可能な実装方式において、通信装置が基地局であり受信端がユーザ
機器であるとき、当該プロセッサは、当該通信インタフェースを用いることによって当該
無線通信データを受信端に送信する前に、当該通信インタフェースを用いることによって
、当該無線通信データに対応するダウンリンク・スケジューリング情報を受信端に送信す
るようにさらに構成される。当該ダウンリンク・スケジューリング情報は当該無線通信デ
ータに対応する物理層送信技術識別子を運搬し、その結果、受信端が当該物理層送信技術
識別子に対応する物理層送信技術に従って当該無線通信データを解析することによって当
該トランスポート・ブロックを取得し、当該データ・フローを取得する。
【０００７】
　第１の態様の第１の可能な実装方式を参照して、第２の可能な実装方式では、当該プロ
セッサは特に、処理、即ち、スクランブリング、チャネル符号化、および速度マッチング
を、複数の無線通信データに対応するダウンリンク・スケジューリング情報に別々に実施
し、全ての処理されたダウンリンク・スケジューリング情報を多重化することによってダ
ウンリンク・スケジューリング情報グループを生成し、当該ダウンリンク・スケジューリ
ング情報グループをダウンリンク制御チャネルで運搬し、当該通信インタフェースを用い
ることによって当該ダウンリンク・スケジューリング情報グループを受信端に送信するよ
うに構成される。
【０００８】
　第１の態様の第１の可能な実装方式を参照して、第３の可能な実装方式では、当該プロ
セッサは特に、複数の無線通信データに対応するダウンリンク・スケジューリング情報を
多重化することによってダウンリンク・スケジューリング情報グループを生成し、処理、
即ち、スクランブリング、チャネル符号化および速度マッチングを当該ダウンリンク・ス
ケジューリング情報グループに実施し、処理されたダウンリンク・スケジューリング情報
グループをダウンリンク制御チャネルで運搬し、当該通信インタフェースを用いることに
よって当該処理されたダウンリンク・スケジューリング情報グループを受信端に送信する
ように構成される。
【０００９】
　第１の態様の第４の可能な実装方式では、通信装置がユーザ機器であり受信端が基地局
であるとき、当該プロセッサは、スケジュールすべきデータ・フローを決定する前に、当
該通信インタフェースを用いることによって、受信端により送信されたアップリンク・ス
ケジューリング情報を受信するようにさらに構成され、当該アップリンク・スケジューリ
ング情報は当該物理層送信技術識別子に対応する時間周波数リソース情報を運搬し、当該
プロセッサは特に、当該物理層送信技術識別子に対応する時間周波数リソース情報に従っ
て、当該無線通信データに対応する物理層送信技術に対応する時間周波数リソースを決定
し、受信端が、当該無線通信データに使用される時間周波数リソースに対応する物理層送
信技術に従って当該無線通信データを解析することによって当該トランスポート・ブロッ
クを取得し、当該データ・フローを取得するように、当該時間周波数リソースを用いるこ
とによって当該無線通信データを受信端に送信するように構成される。
【００１０】
　第１の態様の第４の可能な実装方式を参照して、第５の可能な実装方式では、当該アッ
プリンク・スケジューリング情報はさらに、データ・フロー識別子と物理層送信技術識別
子の間の対応関係を運搬し、当該プロセッサは、スケジュールすべきデータ・フローを決
定する前に、当該データ・フロー識別子と当該アップリンク・スケジューリング情報で運
搬される物理層送信技術識別子との間の対応関係に従ってマッピング情報を更新するよう
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にさらに構成される。
【００１１】
　第２の態様によれば、本発明の１実施形態ではユーザ機器を提供する。当該ユーザ機器
はプロセッサと通信インタフェースを備え、当該プロセッサは、当該通信インタフェース
を用いることによって、送信端により送信された無線通信データを受信し、当該無線通信
データに対応する物理層送信技術を決定し、当該決定された物理層送信技術に従って当該
無線通信データを解析することによって、当該無線通信データに対応するトランスポート
・ブロックを取得し、当該無線通信データに対応する当該トランスポート・ブロックに含
まれるデータ・フローを取得するように構成される。
【００１２】
　第２の態様の第１の可能な実装方式では、通信装置がユーザ機器であり送信端が基地局
であるとき、当該プロセッサは、当該通信インタフェースを用いることによって、送信端
により送信された無線通信データを受信する前に、当該無線通信データに対応し送信端に
より送信されたダウンリンク・スケジューリング情報を受信するようにさらに構成され、
当該ダウンリンク・スケジューリング情報は当該無線通信データに対応する物理層送信技
術識別子を運搬し、当該プロセッサは特に、当該物理層送信技術識別子に従って、当該無
線通信データに対応する物理層送信技術を決定するように構成される。
【００１３】
　第２の態様の第２の可能な実装方式では、通信装置が基地局であり送信端がユーザ機器
であるとき、当該プロセッサは、通信インタフェースを用いることによって、送信端によ
り送信された無線通信データを受信する前に、様々な物理層送信技術に対して異なる時間
周波数リソースを割り当て、当該通信インタフェースを用いることによってアップリンク
・スケジューリング情報を送信端に送信するようにさらに構成される。当該アップリンク
・スケジューリング情報は当該物理層送信技術識別子に対応する時間周波数リソース情報
を運搬し、その結果、送信端が、当該無線通信データに対応する物理層送信技術に対応す
る時間周波数リソースを決定し、当該決定された時間周波数リソースを用いることによっ
て当該無線通信データを当該通信装置に送信する。当該プロセッサは特に、当該無線通信
データに使用される時間周波数リソースに従って、当該無線通信データに対応する物理層
送信技術を決定するように構成される。
【００１４】
　第２の態様の第２の可能な実装方式を参照して、第３の可能な実装方式では、当該プロ
セッサは、通信インタフェースを用いることによってアップリンク・スケジューリング情
報を送信端に送信する前に、データ・フローに対して物理層送信技術を割り当てるように
さらに構成される。当該アップリンク・スケジューリング情報はさらに、データ・フロー
識別子と物理層送信技術識別子の間の対応関係を運搬し、その結果、送信端が、当該デー
タ・フロー識別子と当該アップリンク・スケジューリング情報で運搬される物理層送信技
術識別子との間の対応関係に従って、データ・フロー識別子と物理層送信技術識別子の間
のマッピング情報を送信端で更新する。
【００１５】
　第２の態様の第２の可能な実装方式または第２の態様の第３の可能な実装方式を参照し
て、第４の可能な実装方式では、当該プロセッサは特に、処理、即ち、スクランブリング
、チャネル符号化、および速度マッチングを、複数のアップリンク・スケジューリング情
報に別々に実施し、全ての処理されたアップリンク・スケジューリング情報を多重化する
ことによってアップリンク・スケジューリング情報グループを生成し、当該アップリンク
・スケジューリング情報グループをダウンリンク制御チャネルで運搬し、当該通信インタ
フェースを用いることによって当該アップリンク・スケジューリング情報グループを送信
端に送信するように構成される。
【００１６】
　第２の態様の第２の可能な実装方式または第２の態様の第３の可能な実装方式を参照し
て、第５の可能な実装方式では、当該プロセッサは特に、複数のアップリンク・スケジュ
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ーリング情報を多重化することによってアップリンク・スケジューリング情報グループを
生成し、処理、即ち、スクランブリング、チャネル符号化、および速度マッチングを、当
該アップリンク・スケジューリング情報グループに実施し、当該処理されたアップリンク
・スケジューリング情報グループをダウンリンク制御チャネルで運搬し、当該通信インタ
フェースを用いることによって当該アップリンク・スケジューリング情報グループを送信
端に送信するように構成される。
【００１７】
　第３の態様によれば、本発明の１実施形態ではデータ送信方法を提供する。データ・フ
ロー識別子と物理層送信技術識別子の間のマッピング情報が送信端に格納され、当該マッ
ピング情報は、データ・フロー識別子と物理層送信技術識別子の間の対応関係を含み、当
該方法は、送信端によって、スケジュールすべきデータ・フローを決定するステップと、
送信端によって、当該マッピング情報から、当該データ・フローのデータ・フロー識別子
に従って、当該データ・フローに対応する物理層送信技術識別子を決定するステップと、
送信端によって、異なるトランスポート・ブロックを様々な物理層送信技術識別子に対応
するデータ・フローに従って生成して、当該トランスポート・ブロックを用いることによ
って当該データ・フローを受信端に送信するステップであって、各物理層送信技術識別子
はトランスポート・ブロックの１つのタイプに対応する、ステップと、送信端によって、
当該物理層送信技術識別子に対応する物理層送信技術に従って、当該物理層送信技術識別
子に対応するトランスポート・ブロックに処理を実施することによって無線通信データを
生成するステップと、送信端によって、当該無線通信データを受信端に送信するステップ
とを含む。
【００１８】
　第３の態様の第１の可能な実装方式では、送信端が基地局であり受信端がユーザ機器で
あるとき、送信端によって、無線通信データを受信端に送信する前に、当該方法はさらに
、送信端によって、当該無線通信データに対応するダウンリンク・スケジューリング情報
を受信端に送信するステップを含む。当該ダウンリンク・スケジューリング情報は当該無
線通信データに対応する物理層送信技術識別子を運搬し、その結果、受信端が当該物理層
送信技術識別子に対応する物理層送信技術に従って当該無線通信データを解析することに
よって当該トランスポート・ブロックを取得し、当該データ・フローを取得する。
【００１９】
　第３の態様の第１の可能な実装方式を参照して、第２の可能な実装方式では、送信端に
よって、無線通信データに対応するダウンリンク・スケジューリング情報を受信端に送信
するステップは特に、送信端によって、処理、即ち、スクランブリング、チャネル符号化
、および速度マッチングを複数の無線通信データに対応するダウンリンク・スケジューリ
ング情報に別々に実施するステップと、送信端によって、全ての処理されたダウンリンク
・スケジューリング情報を多重化することによってダウンリンク・スケジューリング情報
グループを生成するステップと、送信端によって、当該ダウンリンク・スケジューリング
情報グループをダウンリンク制御チャネルで運搬し、当該ダウンリンク・スケジューリン
グ情報グループを受信端に送信するステップとである。
【００２０】
　第３の態様の第１の可能な実装方式を参照して、第３の可能な実装方式では、送信端に
よって、無線通信データに対応するダウンリンク・スケジューリング情報を受信端に送信
するステップは特に、送信端によって、複数の無線通信データに対応するダウンリンク・
スケジューリング情報を多重化することによってダウンリンク・スケジューリング情報グ
ループを生成するステップと、送信端によって、処理、即ち、スクランブリング、チャネ
ル符号化、および速度マッチングを、当該ダウンリンク・スケジューリング情報グループ
に実施するステップと、送信端によって、処理されたダウンリンク・スケジューリング情
報グループをダウンリンク制御チャネルで運搬し、当該処理されたダウンリンク・スケジ
ューリング情報グループを受信端に送信するステップとである。
【００２１】
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　第３の態様の第４の可能な実装方式では、送信端がユーザ機器であり受信端が基地局で
あるとき、送信端によって、スケジュールすべきデータ・フローを決定する前に、当該方
法はさらに、送信端によって、受信端により送信されたアップリンク・スケジューリング
情報を受信するステップであって、当該アップリンク・スケジューリング情報は当該物理
層送信技術識別子に対応する時間周波数リソース情報を運搬する、ステップを含み、送信
端によって、当該無線通信データを受信端に送信するステップは特に、送信端によって、
当該物理層送信技術識別子に対応する時間周波数リソース情報に従って、当該無線通信デ
ータに対応する物理層送信技術に対応する時間周波数リソースを決定するステップと、受
信端が、当該無線通信データに使用される時間周波数リソースに対応する物理層送信技術
に従って当該無線通信データを解析することによって当該トランスポート・ブロックを取
得し、当該データ・フローを取得するように、送信端によって、当該時間周波数リソース
を用いることによって、当該無線通信データを受信端に送信するステップとである。
【００２２】
　第３の態様の第４の可能な実装方式を参照して、第５の可能な実装方式では、当該アッ
プリンク・スケジューリング情報はさらに、データ・フロー識別子と物理層送信技術識別
子の間の対応関係を運搬し、送信端によって、スケジュールすべきデータ・フローを決定
する前に、当該方法はさらに、送信端によって、当該データ・フロー識別子と当該アップ
リンク・スケジューリング情報で運搬される物理層送信技術識別子との間の対応関係に従
って当該マッピング情報を更新するステップを含む。
【００２３】
　第４の態様によれば本発明の１実施形態ではデータ送信方法を提供する。当該方法は、
受信端により、送信端により送信された無線通信データを受信するステップと、受信端に
より、当該無線通信データに対応する物理層送信技術を決定するステップと、受信端によ
り、当該決定された物理層送信技術に従って当該無線通信データを解析することによって
、当該無線通信データに対応するトランスポート・ブロックを取得するステップと、受信
端により、当該無線通信データに対応する当該トランスポート・ブロックに含まれるデー
タ・フローを取得するステップとを含む。
【００２４】
　第４の態様の第１の可能な実装方式では、受信端がユーザ機器であり送信端が基地局で
あるとき、受信端により、送信端により送信された無線通信データを受信する前に、当該
方法はさらに、受信端により、当該無線通信データに対応し送信端により送信されたダウ
ンリンク・スケジューリング情報を受信するステップを含む。当該ダウンリンク・スケジ
ューリング情報は当該無線通信データに対応する物理層送信技術識別子を運搬し、受信端
により、当該無線通信データに対応する物理層送信技術を決定するステップは特に、受信
端により、当該物理層送信技術識別子に従って、当該無線通信データに対応する物理層送
信技術を決定するステップである。
【００２５】
　第４の態様の第２の可能な実装方式では、受信端が基地局であり送信端がユーザ機器で
あるとき、受信端により、送信端により送信された無線通信データを受信する前に、当該
方法はさらに、受信端により、様々な物理層送信技術に対する異なる時間周波数リソース
を割り当てるステップと、受信端により、アップリンク・スケジューリング情報を送信端
に送信するステップであって、当該アップリンク・スケジューリング情報は当該物理層送
信技術識別子に対応する時間周波数リソース情報を運搬し、その結果、送信端が、当該無
線通信データに対応する物理層送信技術に対応する時間周波数リソースを決定し、当該決
定された時間周波数リソースを用いることによって当該無線通信データを当該通信装置に
送信する、ステップとを含む。受信端により、当該無線通信データに対応する物理層送信
技術を決定するステップは特に、受信端により、当該無線通信データに使用される時間周
波数リソースに従って、当該無線通信データに対応する物理層送信技術を決定するステッ
プである。
【００２６】
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　第４の態様の第２の可能な実装方式を参照して、第３の可能な実装方式では、受信端に
より、アップリンク・スケジューリング情報を送信端に送信する前に、当該方法はさらに
、受信端により、当該データ・フローに対する物理層送信技術を割り当てるステップであ
って、当該アップリンク・スケジューリング情報はデータ・フロー識別子と物理層送信技
術識別子の間の対応関係を運搬し、その結果、送信端が、当該データ・フロー識別子と当
該アップリンク・スケジューリング情報で運搬される物理層送信技術識別子との間の対応
関係に従って、データ・フロー識別子と物理層送信技術識別子の間のマッピング情報を送
信端で更新する、ステップを含む。
【００２７】
　第４の態様の第２の可能な実装方式または第４の態様の第３の可能な実装方式を参照し
て、第４の可能な実装方式では、受信端により、アップリンク・スケジューリング情報を
送信端に送信するステップは特に、受信端により、処理、即ち、スクランブリング、チャ
ネル符号化、および速度マッチングを、複数のアップリンク・スケジューリング情報に別
々に実施するステップと、受信端により、全ての処理されたアップリンク・スケジューリ
ング情報を多重化することによって、アップリンク・スケジューリング情報グループを生
成するステップと、受信端により、当該アップリンク・スケジューリング情報グループを
ダウンリンク制御チャネルで運搬し、当該アップリンク・スケジューリング情報グループ
を送信端に送信するステップとである。
【００２８】
　第４の態様の第２の可能な実装方式または第４の態様の第３の可能な実装方式を参照し
て、第５の可能な実装方式では、受信端により、アップリンク・スケジューリング情報を
送信端に送信するステップは特に、受信端により、複数のアップリンク・スケジューリン
グ情報を多重化することによって、アップリンク・スケジューリング情報グループを生成
するステップと、受信端により、処理、即ち、スクランブリング、チャネル符号化、およ
び速度マッチングを、当該アップリンク・スケジューリング情報グループに実施するステ
ップと、受信端により、処理されたアップリンク・スケジューリング情報グループをダウ
ンリンク制御チャネルで運搬するステップと、当該アップリンク・スケジューリング情報
グループを送信端に送信するステップとである。
【００２９】
　上述の解決策によれば、送信端が、データ・フロー識別子と物理層送信技術識別子の間
のマッピング情報から、データ・フローの識別子に従って、当該データ・フローに対応す
る物理層送信技術を決定し、様々な物理層送信技術識別子に対応するデータ・フローに従
って異なるトランスポート・ブロックを生成し、当該物理層送信技術識別子に対応する物
理層送信技術に従って、当該物理層送信技術識別子に対応するトランスポート・ブロック
に処理を実施することによって無線通信データを生成し、当該無線通信データを受信端に
送信する。上述の解決策によれば、様々な物理層送信技術を同一のユーザ機器の複数のデ
ータ・フローに使用して、スペクトルのリソースを十分に使用し、送信効率を向上させう
ることが分かりうる。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】本発明の実施形態１に従う通信装置の略構造図である。
【図１Ａ】本発明の実施形態１に従うデータ・トランスポート・ブロックを生成する略流
れ図である。
【図１Ｂ】本発明の実施形態１に従うダウンリンク・スケジューリング情報を送信する略
流れ図である。
【図１Ｃ】本発明の実施形態１に従うダウンリンク・スケジューリング情報を送信する別
の略流れ図である。
【図２】本発明の実施形態２に従う通信装置の略構造図である。
【図３】本発明の実施形態３に従うデータ送信方法の略流れ図である。
【図４】本発明の実施形態４に従うデータ送信方法の略流れ図である。
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【図５】本発明の１実施形態に従う物理層送信技術識別子の単純な略図である。
【発明を実施するための形態】
【００３１】
　本発明の目的、技術的解決策、および利点をより明確にするために、以下ではさらに添
付図面を参照して本発明を詳細に説明する。明らかに、説明した実施形態は本発明の諸実
施形態の一部にすぎず全部ではない。当業者が創造的努力なしに本発明の諸実施形態に基
づいて得る他の全ての実施形態は本発明の保護範囲に入るものとする。
【００３２】
　以下では図１を１例として使用して本発明の実施形態１に従う通信装置を詳細に説明す
る。図１に示すように、図１は、本発明の実施形態１に従う通信装置の略構造図である。
当該実施形態では、当該通信装置が送信端装置であり、特に、基地局（アクセス・ポイン
トとも称されうる）またはユーザ機器であってもよい。当該通信装置が基地局であるとき
、受信端はユーザ機器であり、当該通信装置がユーザ機器であるとき、受信端は基地局で
ある。
【００３３】
　ユーザ機器が、移動装置、スマートフォン、統合メッセージング装置（Ｉｎｔｅｇｒａ
ｔｅｄ　Ｍｅｓｓａｇｉｎｇ　Ｄｅｖｉｃｅ、略してＩＭＤ）、パーソナル・コンピュー
タ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｃｏｍｐｕｔｅｒ、略してＰＣ）、ノートブック・コンピュータ
、携帯情報端末（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ａｓｓｉｓｔａｎｔ、略してＰＤ
Ａ）、またはタブレット・コンピュータのような任意の端末装置であってもよい。当該ユ
ーザ機器をまた、様々な交通車両に配置してもよく、またはウェラブル装置に配置しても
よい。
【００３４】
　当該通信装置は、メモリ１１０、プロセッサ１２０、および通信インタフェース１３０
を備える。
【００３５】
　メモリ１１０は、データ・フロー識別子と物理層送信技術識別子の間のマッピング情報
を格納するように構成される。
【００３６】
　当該マッピング情報は、データ・フロー識別子と物理層送信技術識別子の間の対応関係
を含む。
【００３７】
　当該データ・フロー識別子が特に、データ・フローに対応する論理チャネル識別子（Ｌ
ｏｇｉｃａｌ　ｃｈａｎｎｅｌ　ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ、ＬＣＩＤ）、即ち、媒体アクセ
ス制御（Ｍｅｄｉａ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ、略してＭＡＣ）サブレイヤでのＬ
ＣＩＤ、データ・フローが当該通信装置内で実装されているときパケットデータ集線プロ
トコル（Ｐａｃｋｅｔ　Ｄａｔａ　Ｃｏｎｖｅｒｇｅｎｃｅ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ、略して
ＰＤＣＰ）サブレイヤまたは無線リンク制御（Ｒａｄｉｏ　Ｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ、
略してＲＬＣ）サブレイヤで使用される機能エンティティ番号、または、当該データ・フ
ローが異なる通信装置内で実装されているときデータ・フローを識別するネットワーク送
信ポート番号またはトンネル・エンドポイント識別子であってもよい。物理層送信技術は
、プロセスを処理する物理層データで使用される全ての技術、即ち、ＵＦＭＣ、ＦＢＭＣ
、ＧＦＤＭ、ＢＦＤＭ、またはＯＦＤＭのような波形技術、Ｔｕｒｂｏコード、Ｐｏｌａ
ｒコード、またはＬＤＰＣコードのような符号化技術、１２８－ＱＡＭ、２５６－ＱＡＭ
、または５１２－ＱＡＭのような高次変調技術、およびＭＩＭＯ空間変調技術を含む。本
発明ではそれに対して限定は課されない。当該物理層送信技術識別子が、上述の物理層送
信技術の識別子の１つまたは組合せであってもよい。
【００３８】
　当該マッピング情報が表１または表２に示す形であってもよく、または、別の形であっ
てもよく、本発明の当該実施形態ではそこに限定は課されない。
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【表１】

【００４０】
【表２】

【００４１】
　当該物理層送信技術が様々なサブレイヤの様々な技術を含んでもよく、したがって、表
１または表２で示すマルチレベルのテーブルのマッピング方式を物理層送信技術識別子と
データ・フロー識別子の間のマッピングに使用してもよい。当該テーブルの各レベルは、
データ・フローと対応するサブレイヤの技術との間のマッピング関係を示す。階層化され
た識別を、様々な技術を組み合わせ、統一されたまたは組み合わされた物理層送信技術識
別子を用いることによって実施してもよい。階層化された識別の方法を図５に示す。ｍ１
ビットは波形技術を識別し、ｍ２ビットは符号化技術を識別し、ｍ３ビットは変調技術を
識別する、等である。マッピング・テーブルのインスタンスを表３に示す。物理層送信技
術識別子は５ビットで識別され、高次の２ビットは波形技術を識別し、低次の３ビットは
符号化技術を識別する。
【００４２】
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【表３】

【００４３】
　プロセッサ１２０は、スケジュールすべきデータ・フローを決定し、マッピング情報か
ら、当該スケジュールすべきデータ・フローのデータ・フロー識別子に従って、当該デー
タ・フローに対応する物理層送信技術識別子を決定し、様々な物理層送信技術識別子に対
応するデータ・フローに従って異なるトランスポート・ブロックを生成し、当該物理層送
信技術識別子に対応する物理層送信技術に従って、当該物理層送信技術識別子に対応する
トランスポート・ブロックに処理を実施することによって無線通信データを生成し、通信
インタフェース１３０を用いることによって当該無線通信データを受信端に送信するよう
に構成され、各物理層送信技術識別子はトランスポート・ブロックの１つのタイプに対応
する。当該スケジュールすべきデータ・フローを異なる送信サブレイヤでのまたは複数の
サブレイヤに対して決定できることを当業者は理解でき、本明細書では、ＭＡＣサブレイ
ヤは以下における説明のための１例として使用され、ここでは再度詳細に説明することは
しない。
【００４４】
　具体的な例では、プロセッサ１２０は、スケジュールすべきデータ・フローを決定し、
マッピング情報から、当該スケジュールすべきデータ・フローのデータ・フロー識別子に
従って、当該データ・フローに対応する物理層送信技術識別子を決定し、同一の物理層送
信技術に対応するデータ・フローに従って、同じタイプのトランスポート・ブロックを生
成し、当該様々な物理層送信技術に対応するデータ・フローに従って異なるトランスポー
ト・ブロックを生成するようにＭＡＣサブレイヤを制御する。
【００４５】
　特に、同一の物理層送信技術に対応する異なるデータ・フローに対して、トランスポー
ト・ブロックのような当該物理層送信技術の通信リソースを多重化してもよい。例えば、
図１Ａに示すように、プロセッサ１２０は、コントローラ、ＭＡＣサブレイヤ・スケジュ
ーラ、およびＰＨＹ層での複数の処理モジュールを含む（様々な物理層送信技術は異なる
処理モジュールに対応する）。データ・フロー１、３、およびｍは同一の物理層送信技術
識別子ＰＨＹ１に対応し、時間周波数リソースに多重化してもよく、プロセッサ１２０内
のコントローラが、データ・フロー１、３、およびｍに従ってトランスポート・ブロック
１を生成するようにＭＡＣサブレイヤ・スケジューラを制御する。データ・フロー２は物
理層送信技術識別子ＰＨＹ２に対応し、プロセッサ１２０内のコントローラは、データ・
フロー２に従ってトランスポート・ブロック２を生成するように当該ＭＡＣサブレイヤ・
スケジューラを制御する。次いで、プロセッサ１２０内のＰＨＹ層でのＰＨＹ１処理モジ
ュールは、ＰＨＹ１に対応する物理層送信技術を用いることによってトランスポート・ブ
ロック１に処理を実施することによって対応する無線通信データ１を生成し、プロセッサ
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１２０内のＰＨＹ層でのＰＨＹ２処理モジュールは、ＰＨＹ２に対応する物理層送信技術
を用いることによってトランスポート・ブロック２に処理を実施することによって対応す
る無線通信データ２を生成する。
【００４６】
　任意選択で、通信装置が基地局であり受信端がユーザ機器であるとき、プロセッサ１２
０は、通信インタフェース１３０を用いることによって無線通信データを受信端に送信す
る前に、通信インタフェース１３０を用いることによって当該無線通信データに対応する
ダウンリンク・スケジューリング情報を受信端に送信するようにさらに構成される。当該
ダウンリンク・スケジューリング情報は当該無線通信データに対応する物理層送信技術識
別子を運搬し、その結果、受信端が当該物理層送信技術識別子に対応する物理層送信技術
に従って当該無線通信データを解析することによって当該トランスポート・ブロックを取
得し、当該データ・フローを取得する。
【００４７】
　特に、図１Ｂに示すように、プロセッサ１２０は、処理、即ち、スクランブリング、チ
ャネル符号化、および速度マッチングを、複数の無線通信データに対応するダウンリンク
・スケジューリング情報に別々に実施して、全ての処理されたダウンリンク・スケジュー
リング情報を多重化してダウンリンク・スケジューリング情報グループを生成し、当該ダ
ウンリンク・スケジューリング情報グループをダウンリンク制御チャネルで運搬し、通信
インタフェース１３０を用いることによって当該ダウンリンク・スケジューリング情報グ
ループを受信端に送信する。あるいは、図１Ｃに示すように、プロセッサ１２０は、当該
複数の無線通信データに対応するダウンリンク・スケジューリング情報を多重化してダウ
ンリンク・スケジューリング情報グループを生成し、処理、即ち、スクランブリング、チ
ャネル符号化、および速度マッチングを、当該ダウンリンク・スケジューリング情報グル
ープに実施し、処理されたダウンリンク・スケジューリング情報グループをダウンリンク
制御チャネルで運搬し、通信インタフェース１３０を用いることによって当該処理された
ダウンリンク・スケジューリング情報グループを受信端に送信する。
【００４８】
　任意選択で、通信装置がユーザ機器であり受信端が基地局であるとき、プロセッサ１２
０は、スケジュールすべきデータ・フローを決定する前に、通信インタフェース１３０を
用いることによって、受信端により送信されたアップリンク・スケジューリング情報を受
信するようにさらに構成される。当該アップリンク・スケジューリング情報は当該物理層
送信技術識別子に対応する時間周波数リソース情報を運搬する。
【００４９】
　次いで、プロセッサ１２０が無線通信データを送信する具体的なプロセスは以下の通り
、即ち、当該物理層送信技術識別子に対応する時間周波数リソース情報に従って、当該無
線通信データに対応する物理層送信技術に対応する時間周波数リソースを決定するステッ
プと、受信端が、当該無線通信データに使用される時間周波数リソースに対応する物理層
送信技術に従って当該無線通信データを解析することによって当該トランスポート・ブロ
ックを取得し、当該データ・フローを取得するように、当該決定された時間周波数リソー
スを用いることによって当該無線通信データを受信端に送信するステップとである。
【００５０】
　さらに、当該アップリンク・スケジューリング情報がさらに、データ・フロー識別子と
物理層送信技術識別子の間の対応関係を運搬してもよい。スケジュールすべきデータ・フ
ローを決定する前に、プロセッサ１２０をさらに、データ・フロー識別子とアップリンク
・スケジューリング情報で運搬される物理層送信技術識別子との間の対応関係に従って、
メモリ１１０に格納された当該データ・フロー識別子と当該物理層送信技術識別子の間の
当該マッピング情報を更新するように構成してもよい。
【００５１】
　本発明の実施形態１で提供する通信装置を用いることによって、通信装置が基地局であ
る場合、当該基地局は同一のユーザ機器の複数のデータ・フローに対して様々な物理層送
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信技術を使用でき、通信装置がユーザ機器である場合、当該ユーザ機器は当該複数のデー
タ・フローに対して当該様々な物理層送信技術を使用でき、その結果、スペクトルのリソ
ースが十分に使用され送信効率が向上する。
【００５２】
　以下では図２を１例として使用して本発明の実施形態２に従う通信装置を詳細に説明す
る。図２に示すように、図２は、本発明の実施形態２に従う通信装置の略構造図である。
当該実施形態では、当該通信装置は受信端装置であり、特に、基地局またはユーザ機器で
あってもよい。当該通信装置が基地局であるとき、送信端はユーザ機器であり、当該通信
装置がユーザ機器であるとき、送信端は基地局である。
【００５３】
　当該通信装置はプロセッサ２１０と通信インタフェース２２０を備える。
【００５４】
　プロセッサ２１０は、通信インタフェース２２０を用いることによって、送信端により
送信された無線通信データを受信し、当該無線通信データに対応する物理層送信技術を決
定し、当該決定された物理層送信技術に従って当該無線通信データを解析することによっ
て、当該無線通信データに対応するトランスポート・ブロックを取得し、当該無線通信デ
ータに対応する当該トランスポート・ブロックに含まれるデータ・フローを取得するよう
に構成される。
【００５５】
　任意選択で、通信装置がユーザ機器であり、送信端が基地局であるとき、プロセッサ２
１０は、通信インタフェース２２０を用いることによって、送信端によって送信された無
線通信データを受信する前に、通信インタフェース２２０を用いることによって、当該無
線通信データに対応し送信端により送信されたダウンリンク・スケジューリング情報を受
信するようにさらに構成され、当該ダウンリンク・スケジューリング情報は当該無線通信
データに対応する物理層送信技術識別子を運搬する。
【００５６】
　対応して、通信装置がユーザ機器であるとき、プロセッサ２１０が無線通信データに対
応する物理層送信技術を決定するプロセスは特に、プロセッサ２１０により、当該ダウン
リンク・スケジューリング情報で運搬される物理層送信技術識別子に従って、当該無線通
信データに対応する物理層送信技術を決定するステップである。
【００５７】
　任意選択で、通信装置が基地局であり、送信端がユーザ機器であるとき、プロセッサ２
１０は、通信インタフェース２２０を用いることによって、送信端によって送信された無
線通信データを受信する前に、様々な物理層送信技術に対して異なる時間周波数リソース
を割り当て、通信インタフェース２２０を用いることによってアップリンク・スケジュー
リング情報を送信端に送信するようにさらに構成される。当該アップリンク・スケジュー
リング情報は物理層送信技術識別子に対応する時間周波数リソース情報を運搬し、その結
果、送信端が、当該無線通信データに対応する物理層送信技術に対応する時間周波数リソ
ースを決定し、当該決定された時間周波数リソースを用いることによって当該無線通信デ
ータを当該通信装置に送信する。
【００５８】
　対応して、通信装置が基地局であるとき、プロセッサ２１０が無線通信データに対応す
る物理層送信技術を決定するプロセスは特に、プロセッサ２１０により、当該無線通信デ
ータに使用される時間周波数リソースに従って、当該無線通信データに対応する物理層送
信技術を決定するステップである。
【００５９】
　時間周波数リソースが基地局により割り当てられるので、通信装置が基地局であるケー
スでは、無線通信データを受信した後、当該基地局は、当該無線通信データに使用される
時間周波数リソースに従って、送信端で当該無線通信データに使用される物理層送信技術
を決定し、当該決定された物理層送信技術に従って当該無線通信データを解析することが
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できる。
【００６０】
　さらに、アップリンク・スケジューリング情報がさらに、データ・フロー識別子と物理
層送信技術識別子の間の対応関係を運搬してもよい。プロセッサ２１０は、通信インタフ
ェース２２０を用いることによって当該アップリンク・スケジューリング情報を送信端に
送信する前に、当該データ・フローに対して物理層送信技術を割り当てるようにさらに構
成される。
【００６１】
　特に、全ての送信端が、データ・フロー識別子と物理層送信技術識別子の間のマッピン
グ情報を格納する。当該マッピング情報は、当該データ・フロー識別子と当該物理層送信
技術識別子の間の対応関係を含む。当該データ・フロー識別子が、特に当該データ・フロ
ーに対応するＬＣＩＤであってもよい。当該物理層送信技術は、ＵＦＭＣ、ＦＢＭＣ、Ｇ
ＦＤＭ、ＢＦＤＭ、ＯＦＤＭ等を含む。当該マッピング情報が、図１に示す形であっても
よく、または、別の形であってもよく、本発明の当該実施形態ではそこに限定は課されな
い。
【００６２】
　プロセッサ２１０が通信インタフェース２２０を用いることによってアップリンク・ス
ケジューリング情報を送信端に送信するプロセスが特に、プロセッサ２１０により、処理
、即ち、スクランブリング、チャネル符号化、および速度マッチングを、複数のアップリ
ンク・スケジューリング情報に別々に実施するステップと、全ての処理されたアップリン
ク・スケジューリング情報を多重化してアップリンク・スケジューリング情報グループを
生成するステップと、当該アップリンク・スケジューリング情報グループをダウンリンク
制御チャネルで運搬し、通信インタフェース２２０を用いることによって当該アップリン
ク・スケジューリング情報グループを送信端に送信するステップとであってもよく、ある
いは、プロセッサ２１０により、複数のアップリンク・スケジューリング情報を多重化し
てアップリンク・スケジューリング情報グループを生成するステップと、処理、即ち、ス
クランブリング、チャネル符号化、および速度マッチングを、当該アップリンク・スケジ
ューリング情報グループに実施するステップと、処理されたアップリンク・スケジューリ
ング情報グループをダウンリンク制御チャネルで運搬するステップと、通信インタフェー
ス２２０を用いることによって当該処理されたアップリンク・スケジューリング情報グル
ープを送信端に送信するステップとであってもよい。
【００６３】
　本発明の実施形態２で提供する通信装置を用いることによって、通信装置が基地局であ
る場合、当該基地局は同一のユーザ機器の複数のデータ・フローに対して様々な物理層送
信技術を使用でき、通信装置がユーザ機器である場合、当該ユーザ機器は当該複数のデー
タ・フローに対して様々な物理層送信技術を使用でき、その結果、スペクトルのリソース
が十分に使用され送信効率が向上する。
【００６４】
　以下で図３を１例として用いて本発明の実施形態３で提供するデータ送信方法を詳細に
説明する。図３に示すように、図３は本発明の実施形態３に従うデータ送信方法の略流れ
図である。当該データ送信方法は送信端により実行される。送信端が特に本発明の実施形
態１で提供した通信装置であってもよい。
【００６５】
　当該データ送信方法は以下のステップを含む。
【００６６】
　Ｓ３０１：送信端が、スケジュールすべきデータ・フローを決定する。
【００６７】
　Ｓ３０２：送信端が、データ・フロー識別子と物理層送信技術識別子の間のマッピング
情報から、当該データ・フローのデータ・フロー識別子に従って、当該データ・フローに
対応する物理層送信技術識別子を決定する。
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【００６８】
　当該データ・フロー識別子と当該物理層送信技術識別子の間のマッピング情報は送信端
に格納される。当該マッピング情報は、データ・フロー識別子と物理層送信技術識別子の
間の対応関係を含む。
【００６９】
　当該データ・フロー識別子が特に当該データ・フローに対応する論理チャネル識別子Ｌ
ＣＩＤであってもよい。物理層送信技術は、ＵＦＭＣ、ＦＢＭＣ、ＧＦＤＭ、ＢＦＤＭ、
ＯＦＤＭ等を含む。
【００７０】
　当該マッピング情報が、図１に示す形であってもよく、または、別の形であってもよく
、本発明の当該実施形態ではそこに限定は課されない。
【００７１】
　Ｓ３０３：送信端が、様々な物理層送信技術識別子に対応するデータ・フローに従って
異なるトランスポート・ブロックを生成する。各物理層送信技術識別子はトランスポート
・ブロックの１つのタイプに対応する。
【００７２】
　特に、送信端のＭＡＣサブレイヤが、スケジュールすべきデータ・フローを決定し、当
該マッピング情報から当該スケジュールすべきデータ・フローのデータ・フロー識別子に
従って、当該データ・フローに対応する物理層送信技術識別子を決定し、同一の物理層送
信技術に対応するデータ・フローに従って、同じタイプのトランスポート・ブロックを生
成し、異なるトランスポート・ブロックを様々な物理層送信技術に対応するデータ・フロ
ーに従って生成する。
【００７３】
　Ｓ３０４：送信端が、物理層送信技術識別子に対応する物理層送信技術に従って、当該
物理層送信技術識別子に対応するトランスポート・ブロックに処理を実施することによっ
て無線通信データを生成する。
【００７４】
　特に、同一の物理層送信技術に対応する異なるデータ・フローに対して、トランスポー
ト・ブロックのような当該物理層送信技術の通信リソースを多重化してもよい。例えば、
データ・フロー１、３、およびｍが同一の物理層送信技術識別子ＰＨＹ１に対応する場合
、データ・フロー１、３、およびｍを多重化してもよく、トランスポート・ブロック１が
データ・フロー１、３、およびｍに従って送信端のＭＡＣサブレイヤで生成され、データ
・フロー２が物理層送信技術識別子ＰＨＹ２に対応する場合、トランスポート・ブロック
２はデータ・フロー２に従って送信端のＭＡＣサブレイヤで生成される。次いで、送信端
のＰＨＹ層は、ＰＨＹ１に対応する物理層送信技術を用いることによってトランスポート
・ブロック１に処理を実施することによって対応する無線通信データ１を生成し、ＰＨＹ
２に対応する物理層送信技術を用いることによってトランスポート・ブロック２に処理を
実施することによって対応する無線通信データ２を生成する。
【００７５】
　Ｓ３０５：送信端が当該無線通信データを受信端に送信する。
【００７６】
　当該無線通信データを受信した後、受信端は、当該無線通信データに対応する物理層送
信技術を用いることによって当該無線通信データを解析することによって当該トランスポ
ート・ブロックを取得し、次いで、当該トランスポート・ブロックに含まれるデータ・フ
ローを取得する。
【００７７】
　任意選択で、送信端が基地局であり受信端がユーザ機器であるとき、Ｓ３０５の前に、
当該方法はさらに、送信端によって、無線通信データに対応するダウンリンク・スケジュ
ーリング情報を受信端に送信するステップであって、当該ダウンリンク・スケジューリン
グ情報は当該無線通信データに対応する物理層送信技術識別子を運搬し、その結果、受信
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端が当該物理層送信技術識別子に対応する物理層送信技術に従って当該無線通信データを
解析することによって当該トランスポート・ブロックを取得し、当該データ・フローを取
得する、ステップを含む。
【００７８】
　特に、送信端は、処理、即ち、スクランブリング、チャネル符号化、および速度マッチ
ングを、複数の無線通信データに対応するダウンリンク・スケジューリング情報に別々に
実施し、全ての処理されたダウンリンク・スケジューリング情報を多重化してダウンリン
ク・スケジューリング情報グループを生成し、当該ダウンリンク・スケジューリング情報
グループをダウンリンク制御チャネル上で運搬し、当該ダウンリンク・スケジューリング
情報グループを受信端に送信し、あるいは、複数の無線通信データに対応するダウンリン
ク・スケジューリング情報を多重化してダウンリンク・スケジューリング情報グループを
生成し、処理、即ち、スクランブリング、チャネル符号化、および速度マッチングを、当
該ダウンリンク・スケジューリング情報グループに実施し、処理されたダウンリンク・ス
ケジューリング情報グループをダウンリンク制御チャネル上で運搬し、当該処理されたダ
ウンリンク・スケジューリング情報グループを受信端に送信する。
【００７９】
　任意選択で、送信端がユーザ機器であり受信端が基地局であるとき、Ｓ３０１の前に当
該方法はさらに、送信端によって、受信端により送信されたアップリンク・スケジューリ
ング情報を受信するステップであって、当該アップリンク・スケジューリング情報は当該
物理層送信技術識別子に対応する時間周波数リソース情報を運搬する、ステップを含む。
【００８０】
　次いで、Ｓ３０５は特に、当該物理層送信技術識別子に対応する時間周波数リソース情
報に従って、当該無線通信データに対応する物理層送信技術に対応する時間周波数リソー
スを決定するステップと、受信端が、当該無線通信データに使用される時間周波数リソー
スに対応する物理層送信技術に従って当該無線通信データを解析することによって当該ト
ランスポート・ブロックを取得して当該データ・フローを取得するように、当該決定され
た時間周波数リソースを用いることによって、当該無線通信データを受信端に送信するス
テップとである。
【００８１】
　さらに、当該アップリンク・スケジューリング情報がさらに、データ・フロー識別子と
物理層送信技術識別子の間の対応関係を運搬してもよい。次いで、Ｓ３０１の前に、当該
方法がさらに、当該データ・フロー識別子と当該アップリンク・スケジューリング情報で
運搬される物理層送信技術識別子との間の対応関係に従って、当該マッピング情報を更新
するステップを含んでもよい。
【００８２】
　本発明の実施形態３で提供したデータ送信方法を用いることによって、送信端が基地局
である場合、当該基地局は同一のユーザ機器の複数のデータ・フローに対して様々な物理
層送信技術を使用でき、送信端がユーザ機器である場合、当該ユーザ機器は当該複数のデ
ータ・フローに対して当該様々な物理層送信技術を使用でき、その結果、スペクトルのリ
ソースが十分に使用され送信効率が向上する。
【００８３】
　以下では図４を１例として使用して、本発明の実施形態４で提供するデータ送信方法を
詳細に説明する。図４に示すように、図４は、本発明の実施形態４に従うデータ送信方法
の略流れ図である。当該データ送信方法は受信端により実行される。受信端が、特に本発
明の実施形態２で提供した通信装置であってもよい。
【００８４】
　当該データ送信方法は以下のステップを含む。
【００８５】
　ステップＳ４０１：受信端が、送信端により送信された無線通信データを受信する。
【００８６】
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　ステップＳ４０２：受信端が、当該無線通信データに対応する物理層送信技術を決定す
る。
【００８７】
　任意選択で、受信端がユーザ機器であり送信端が基地局であるとき、ステップＳ４０１
の前に、当該方法はさらに、受信端により、当該無線通信データに対応し送信端により送
信されたダウンリンク・スケジューリング情報を受信するステップであって、当該ダウン
リンク・スケジューリング情報は当該無線通信データに対応する物理層送信技術識別子を
運搬する、ステップを含む。
【００８８】
　対応して、ステップＳ４０２は特に、当該ダウンリンク・スケジューリング情報で運搬
される物理層送信技術識別子に従って、当該無線通信データに対応する物理層送信技術を
決定するステップである。
【００８９】
　任意選択で、受信端が基地局であり送信端がユーザ機器であるとき、ステップＳ４０１
の前に、当該方法はさらに、受信端により、様々な物理層送信技術に対する異なる時間周
波数リソースを割り当てるステップと、アップリンク・スケジューリング情報を送信端に
送信するステップであって、当該アップリンク・スケジューリング情報は当該物理層送信
技術識別子に対応する時間周波数リソース情報を運搬し、その結果、送信端が、当該無線
通信データに対応する物理層送信技術に対応する時間周波数リソースを決定し、当該決定
された時間周波数リソースを用いることによって当該無線通信データを受信端に送信する
、ステップとを含む。
【００９０】
　対応して、ステップＳ４０２は特に、当該無線通信データに使用される時間周波数リソ
ースに従って当該無線通信データに対応する物理層送信技術を決定するステップである。
【００９１】
　当該時間周波数リソースが基地局により割り当てられるので、受信端が基地局であるケ
ースでは、当該無線通信データを受信した後、当該基地局は、当該無線通信データに使用
される時間周波数リソースに従って、送信端で当該無線通信データに使用される物理層送
信技術を決定してもよい。
【００９２】
　さらに、当該アップリンク・スケジューリング情報がさらに、データ・フロー識別子と
物理層送信技術識別子の間の対応関係を運搬してもよい。次いで、ステップＳ４０１の前
に、当該方法はさらに、当該データ・フローに対する物理層送信技術を割り当てるステッ
プを含む。
【００９３】
　特に、全ての送信端が、当該データ・フロー識別子と当該物理層送信技術識別子の間の
マッピング情報を格納する。当該マッピング情報は、当該データ・フロー識別子と当該物
理層送信技術識別子の間の対応関係を含む。当該データ・フロー識別子が、特に当該デー
タ・フローに対応するＬＣＩＤであってもよい。当該物理層送信技術は、ＵＦＭＣ、ＦＢ
ＭＣ、ＧＦＤＭ、ＢＦＤＭ、ＯＦＤＭ等を含む。当該マッピング情報が、図１に示す形で
あってもよく、または、別の形であってもよく、本発明の当該実施形態ではそこに限定は
課されない。
【００９４】
　受信端がアップリンク・スケジューリング情報を送信端に送信するプロセスが、特に、
受信端により、処理、即ち、スクランブリング、チャネル符号化、および速度マッチング
を、複数のアップリンク・スケジューリング情報に別々に実施するステップと、全ての処
理されたアップリンク・スケジューリング情報を多重化してアップリンク・スケジューリ
ング情報グループを生成するステップと、当該アップリンク・スケジューリング情報グル
ープをダウンリンク制御チャネル上で運搬するステップと、当該アップリンク・スケジュ
ーリング情報グループを送信端に送信するステップであってもよく、あるいは、受信端に
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より、当該複数のアップリンク・スケジューリング情報を多重化してアップリンク・スケ
ジューリング情報グループを生成するステップと、処理、即ち、スクランブリング、チャ
ネル符号化、および速度マッチングを、当該アップリンク・スケジューリング情報グルー
プに実施するステップと、処理されたアップリンク・スケジューリング情報グループをダ
ウンリンク制御チャネル上で運搬するステップと、当該処理されたアップリンク・スケジ
ューリング情報グループを送信端に送信するステップとであってもよい。
【００９５】
　ステップＳ４０３：受信端が、当該決定された物理層送信技術に従って当該無線通信デ
ータを解析することによって、当該無線通信データに対応するトランスポート・ブロック
を取得する。
【００９６】
　受信端のＰＨＹ層が、当該決定された物理層送信技術に従って当該無線通信データを解
析することによって、当該無線通信データに対応するトランスポート・ブロックを取得す
る。
【００９７】
　ステップＳ４０４：受信端が、当該無線通信データに対応する当該トランスポート・ブ
ロックに含まれるデータ・フローを取得する。
【００９８】
　受信端のＭＡＣサブレイヤは、当該無線通信データを解析することによって取得された
トランスポート・ブロックからデータ・フローを取得する。
【００９９】
　本発明の実施形態４で提供するデータ送信方法を用いることによって、受信端が基地局
である場合、当該基地局は同一のユーザ機器の複数のデータ・フローに対して様々な物理
層送信技術を使用でき、受信端がユーザ機器である場合、当該ユーザ機器は当該複数のデ
ータ・フローに対して当該様々な物理層送信技術を使用でき、その結果、スペクトルのリ
ソースが十分に使用され送信効率が向上する。
【０１００】
　上述の実施形態の各々に対して、特に、当該データ・フロー識別子と当該物理層送信技
術識別子の間の上述のマッピング情報を当該基地局によって確立してもよい。当該基地局
がアップリンク・データ接続を当該ユーザ機器に対して確立すると、当該基地局は、各セ
ルのサービス比率に従ってデータ・フローに対して物理層送信技術を割り当てて、当該デ
ータ・フロー識別子と当該物理層送信技術識別子の間の当該マッピング情報を確立する。
当該マッピング情報が確立された後、当該基地局は、構成情報内の当該マッピング情報を
運搬し、当該構成情報を当該基地局に接続された当該ユーザ機器に送信する。
【０１０１】
　さらに、基地局が、動的に当該マッピング情報を更新し、各セルのサービス比率の変化
に従ってデータ・フローに対して物理層送信技術を再割り当てし、当該データ・フロー識
別子と当該物理層送信技術識別子の間のマッピング情報を更新してもよい。当該マッピン
グ情報が更新された後、当該基地局は、アップリンク・スケジューリング情報内のデータ
・フロー識別子と物理層送信技術識別子の間の更新された対応関係を運搬し、当該アップ
リンク・スケジューリング情報を当該ユーザ機器に送信し、その結果、当該ユーザ機器が
当該格納されたマッピング情報を更新する。
【０１０２】
　基地局がマッピング情報を動的に更新するのではなく固定されたマッピング情報を使用
する場合、１つのタイプのみの物理層送信技術をデータ・フロー送信プロセスにおける同
一のデータ・フローに使用でき、多重化方式を変更することはできない。基地局がマッピ
ング情報を動的に更新できる場合、様々な物理層送信技術を同一のデータ・フローに使用
でき、対応して、多重化方式も変更してもよく、その結果、スペクトルのリソースをより
十分に使用でき、送信効率が向上する。
【０１０３】
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　本明細書で開示した実施形態で説明した例との組合せにおいて、ユニットおよびアルゴ
リズムのステップを、電子ハードウェア、コンピュータ・ソフトウェア、またはそれらの
組合せにより実装してもよいことを当業者はさらに認識できる。ハードウェアとソフトウ
ェアの間の交換可能性を明確に説明するために、以上では、機能に従う各例の構成とステ
ップを一般的に説明した。当該機能がハードウェアまたはソフトウェアにより実施される
かは、技術的解決策の特定の応用例と設計制約条件に依存する。当業者は、異なる方法を
使用して、特定の応用例ごとに説明した機能を実装してもよいが、当該実装が本発明の範
囲を越えるとは考えるべきではない。
【０１０４】
　本明細書で開示した実施形態で説明した方法またはアルゴリズムのステップを、ハード
ウェア、プロセッサにより実行されるソフトウェア・モジュール、またはその組合せによ
り実装してもよい。当該ソフトウェア・モジュールを、ランダム・アクセス・メモリ（Ｒ
ＡＭ）、メモリ、読取専用メモリ（ＲＯＭ）、電気的プログラム可能ＲＯＭ、電気的消去
可能プログラム可能ＲＯＭ、レジスタ、ハード・ディスク、取外し可能ディスク、ＣＤ－
ＲＯＭ、または当業界で公知な他の任意の形態の記憶媒体で構成してもよい。
【０１０５】
　以上の具体的な実施形態では、本発明の目的、技術的解決策、および利点がさらに詳細
に説明されている。上述の説明は本発明の特定の実装方式にすぎず、本発明の保護範囲を
限定しようとするものではないことは理解されるべきである。本発明の趣旨と原理から逸
脱しない任意の修正、均等な置換え、または改善は本発明の保護範囲内に入るものとする
。
【符号の説明】
【０１０６】
１１０　メモリ
１２０　プロセッサ
１３０　通信インタフェース
２１０　プロセッサ
２２０　通信インタフェース
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